
11月は生活衛生同業組合活動推進月間です
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今　月　の　紙　面
第409理事会 � 1
共済体験記 � 1
第２回常任理事会 � 1
支部だより（萩） � 2
随筆 � 2
案内・生活衛生同業組合活動推進月間 � 1
　　・国税庁からのお知らせ � 2
　　・約款登録推進月間 � 2
　　・全理連５共済 � 2

第
４
０
９
理
事
会

第
２
回　

常
任
理
事
会

　

令
和
４
年
９
月
12
日
㈪
山
口
県
理

容
美
容
専
門
学
校　

講
堂
に
於
い
て
、

第
４
０
９
理
事
会
が
出
席
理
事
19
名

欠
席
２
名
の
下
、
開
催
さ
れ
た
。

　

松
永
副
理
事
長
の
開
会
の
後
、
吉

永
理
事
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
経
過

報
告
に
移
っ
た
。

　

◎　

報　

告　

事　

項

１
．
経
過
日
誌
に
つ
い
て

２�

．
全
理
連
第
２
、３
、４
回
理
事
会

の
経
過
に
つ
い
て

３�

．
第
１
回
中
国
協
議
会
の
経
過
に

つ
い
て

４�

．
第
74
回
全
国
大
会
代
表
選
手
選

考
会
＆
理
容
競
技
会
の
経
過
に
つ

い
て

５
．
Ｉ
Ｔ
委
員
会
の
経
過
に
つ
い
て

６�

．
全
理
連
教
育
事
業
推
進
打
合
会

の
経
過
に
つ
い
て

７�

．
第
１
回
講
師
打
合
せ
会
の
経
過

に
つ
い
て

８�

．
中
国
地
区
組
合
講
師
認
承
講
習

会
の
経
過
に
つ
い
て

事
会
に
応
募
用
紙
持
参
。
参
加
店
の

名
簿
で
の
確
認
と
参
加
店
舗
数
明
記

の
説
明
が
あ
り
、
今
回
は
Ａ
賞
・
Ｂ

賞
は
直
接
店
舗
に
届
く
事
と
、
当
選

者
の
コ
ピ
ー
を
当
選
店
舗
に
渡
す
。

ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
組
合
Ｈ
Ｐ
、
組
合

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
指
導
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
、
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
よ
る
Ｃ
Ｍ
等
で
告
知
を

行
う
。
ま
た
、
応
募
条
件
の
徹
底
の

お
願
い
が
あ
り
承
認
さ
れ
た
。

４�

．
理
容
サ
ロ
ン
に
行
こ
う
「
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ　

バ
ー
バ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
に
つ
い
て

　

吉
永
理
事
長
か
ら
資
料
に
よ
り
、

抽
選
券
の
取
扱
い
に
つ
い
て
詳
し
く

説
明
が
あ
り
、
松
永
総
務
企
画
部
長

よ
り
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

吉
永
理
事
長
か
ら
協
力
要
請
が
あ
り

異
議
な
く
挙
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

５�

．
令
和
４
年
度
健
康
・
福
祉
対
策

推
進
事
業
に
つ
い
て

　

⑴�

衛
生
消
毒
講
習
会
の
開
催
に
つ

い
て

　

松
永
総
務
企
画
部
長
か
ら
口
頭
に

よ
り
、
是
非
開
催
し
て
欲
し
い
。
会

場
費
は
実
費
支
給
と
す
る
と
説
明
が

あ
っ
た
。

　

⑵�

訪
問
福
祉
理
容
講
習
会
に
つ
い

て

　

松
永
総
務
企
画
部
長
か
ら
口
頭
に

よ
り
、
光
・
下
松
・
徳
山
・
新
南
陽

で
開
催
す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

以
上
、
異
議
な
く
挙
手
に
よ
り
承

認
さ
れ
た
。

６�

．
令
和
４
年
度
生
活
衛
生
同
業
組

合
活
動
推
進
月
間
及
び
衛
生
水
準

の
確
保
・
向
上
事
業
の
推
進
に
つ

い
て

　

⑴
組
合
加
入
勧
奨
に
つ
い
て

　

松
永
総
務
企
画
部
長
か
ら
別
資
料

に
よ
り
、
主
に
11
月
に
員
外
店
へ
の

９�

．
各
支
部
担
当
部
長
会
議
の
経
過

に
つ
い
て

10�

．
令
和
４
年
度
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
実
施
に
つ
い
て

11�

．
そ
の
他
に
つ
い
て

　

⑴�

社
会
福
祉
事
業
協
賛
「
ワ
ー
ル

ド
・
ド
リ
ー
ム
サ
ー
カ
ス
周
南

公
演
に
つ
い
て

　

⑵
毛
髪
供
養
祭
に
つ
い
て

　

⑶�

中
四
国
青
年
部
主
催
講
習
会
に

つ
い
て

　

以
上
、
吉
永
理
事
長
及
び
各
担
当

部
長
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

　

◎　

協　

議　

事　

項

１�

．
令
和
４
年
度
各
種
表
彰
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

吉
永
理
事
長
か
ら
資
料
に
よ
り
説

明
が
あ
り
、
異
議
な
く
挙
手
に
よ
り

承
認
さ
れ
た
。

２�

．
全
理
連
「
理
容
師
法
施
行
75
年

記
念
表
彰
」
推
薦
者
に
つ
い
て

　

⑴
永
年
表
彰
者
に
つ
い
て

　

⑵
組
織
強
化
表
彰
に
つ
い
て

　

⑶
標
準
表
彰
者
に
つ
い
て

　

⑷�

山
口
県
組
合　

組
織
強
化
（
支

部
）
表
彰
及
び
標
準
表
彰
の
支

部
か
ら
の
推
薦
者
へ
の
対
応
に

つ
い
て

　

⑸�

各
表
彰
に
対
す
る
山
口
県
組
合

か
ら
の
副
賞
の
贈
呈
に
つ
い
て

　

吉
永
理
事
長
か
ら
資
料
に
よ
り
説

明
が
あ
り
、
異
議
な
く
挙
手
に
よ
り

承
認
さ
れ
た
。

３�

．
山
口
県
小
規
模
事
業
者
応
援
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
「
理
容
組
合　

お
客
様
感
謝
祭
」
に
つ
い
て

　

松
永
総
務
企
画
部
長
か
ら
資
料
に

よ
り
、「
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ　

バ
ー
バ
ー

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
は
連
動
し
て
い

な
い
確
認
と
応
募
用
紙
へ
の
店
名
記

入
の
お
願
い
。
組
合
員
名
簿
と
店
主

名
明
記
の
お
願
い
と
12
月
５
日
の
理

加
入
促
進
と
、
特
に
新
規
開
店
店
舗

９
支
部
へ
の
お
願
い
が
あ
り
、
異
議

な
く
挙
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

７
．
今
後
の
日
程
に
つ
い
て

　

⑴�

第
４
１
０
理
事
会（
12
／
５
）後

の
役
員
研
修
会
中
止
に
つ
い
て

　

吉
永
理
事
長
か
ら
資
料
に
よ
り
、

役
員
研
修
会
を
諸
事
情
に
よ
り
中
止

し
た
と
説
明
が
あ
り
、
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

８
．
そ
の
他
に
つ
い
て

　

⑴�

組
合
員
数
減
少
に
伴
う
定
款

（
総
代
会
の
規
定
）
の
取
扱
い

に
つ
い
て

　

吉
永
理
事
長
か
ら
口
頭
に
よ
り
、

組
合
員
数
が
現
在
４
９
７
名
で
あ
り

生
衛
法
の
第
49
条
で
５
０
０
名
を
満

た
さ
な
い
為
、
総
代
会
を
開
く
用
件

を
満
た
さ
な
い
状
況
に
あ
り
、
対
応

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
説
明
が
あ

っ
た
。

　

以
上
、
全
て
の
協
議
を
終
え
松
永

副
理
事
長
が
閉
会
を
宣
し
、
午
後
２

時
53
分
終
了
し
た
。

し
て
い
た
の
で
、
一
度
起
こ
し
て
麦

茶
を
２
杯
飲
ま
せ
ま
し
た
。
体
温
計

で
測
る
と
38
・
５
度
。
プ
ー
ル
の
疲

れ
や
プ
ー
ル
熱
か
な
？
と
考
え
な
が

ら
再
び
就
寝
。

　

月
曜
日
、
小
児
科
の
発
熱
外
来
へ
。

　

ど
ち
ら
の
保
育
園
か
聞
か
れ
、「
あ

の
保
育
園
は
今
日
当
医
院
か
ら
陽
性

が
出
て
ま
す
ね
」
と
言
わ
れ
た
。
コ

ロ
ナ
な
ん
て
関
係
な
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
検
査
の
結
果
は
陽
性
。

　

火
曜
日
は
濃
厚
接
触
者
に
な
り
、

お
店
を
お
休
み
に
。
ま
た
嫁
も
病
院

で
陽
性
に
。
僕
は
心
配
な
の
で
、
市

販
の
医
療
用
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
で
検

査
し
ま
し
た
が
陰
性
。

　

夜
に
な
る
と
、
小
学
生
の
娘
と
息

子
が
頭
が
痛
い
と
布
団
か
ら
出
て
来

な
い
。

　

水
曜
日
朝
に
小
児
科
発
熱
外
来
で

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
。
検
査
結
果
待
ち
に
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
行
き
帰
り
、
歩
く

が
体
が
重
い
…
お
か
し
い
。
小
学
生

の
娘
、息
子
も
陽
性
。僕
は
、内
科
を
受

診
。
僕
以
外
の
家
族
は
コ
ロ
ナ
と
伝

え
、体
温
を
測
る
と
39
・
１
度
。Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
無
し
の
、み
な
し
陽
性
で
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
10
日
間
の
自
宅
療
養
。

　

こ
こ
ま
で
仕
事
を
休
ん
だ
の
は
初

め
て
で
、
売
り
上
げ
収
入
減
が
と
て

も
痛
い
。

　

理
容
組
合
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応　

店
舗
休
業
補
償

制
度
」
の
Ｂ
プ
ラ
ン
10
万
円
に
入
っ

て
い
た
の
で
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
告
し
、

後
日
封
筒
で
申
請
し
、
10
万
円
が
振

り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
療
養
補
償
共
済
所
得
補
償

コ
ー
ス
に
入
っ
て
い
た
の
で
、
県
組

合
事
務
所
に
書
き
方
を
教
わ
り
給
付

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

理
容
組
合
の
メ
リ
ッ
ト
の
共
済
制

度
で
、
過
去
に
も
胃
腸
炎
で
入
院
し

た
時
も
給
付
金
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

共
済
は
お
守
り
、
大
切
で
す
。

�

（
匿
名
）

　

日
曜
日
の
仕
事
が
終
わ
り
寝
て
い

る
と
、
２
歳
の
娘
が
布
団
に
入
っ
て

来
ま
し
た
。

　

娘
の
身
体
が
と
て
も
熱
い
の
が
、

直
ぐ
に
わ
か
り
ま
し
た
。

　

寝
苦
し
い
の
か
何
回
も
寝
返
り
を

　

令
和
４
年
９
月
12
日
㈪
午
前
９
時

30
分
よ
り
、
県
組
合
事
務
所
２
階　

会
議
室
に
於
い
て
、
第
２
回
常
任
理

事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

午
後
の
第
４
０
９
理
事
会
に
向
け

て
報
告
事
項
、協
議
事
項
と
も
真
剣
・

熱
心
に
審
議
さ
れ
終
了
し
た
。



Sマークのある 理容・美容・クリーニング・めん類飲食・一般飲食店

クリーニング店

めん類飲食店

一般飲食店

 は、

3つのSを約束します。
S S Safety安全であること anitation 清潔であること tandard安心であること

主催：公益財団法人全国生活衛生営業指導センター・都道府県生活衛生営業指導センター

私たちはSマークのお店です。

Sマーク
標準営業約款普及

登録促進月間
です。

11月は、

千
客
万
来

商
売
繁
盛

当店は安心です

CLEANING

RESTAURANT

お そ ば

理容店

BARBER

美容店

Hair Salon

Sマークって
何？ 詳しくは

こちら

 

１ スマホ専用画面 

  
 

申告書の作成はこちらから︕ 

給与所得以外に雑所得や一時所得がある方など、多
くの方がスマホ専用画面 
をご利⽤いただけます。  

２ ｅ­Ｔａｘ送信 

スマホから確定申告 ■■ 

  
 

＊マイナンバーカード対応のスマートフォン等をお持ちでない方
も、ＩＤ・パスワードがあれば、e-Tax で送信できます。 

「マイナンバーカード」と「マイナンバーカード対
応のスマートフォン」をお持ちの方は、e-Tax で 

送信できます。 

税務署 

令和４年11月 1 日 か　　　　　が　　　　　み 第 699 号（2）

り
よ
だ
部
支萩

支部
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

随　
　

筆

　

去
る
、
令
和
４
年
９
月
12
日
㈪
午

前
８
時
30
分
よ
り
、「
菊
ヶ
浜
海
水

浴
場
」
に
於
い
て
、
組
合
員
10
名
参

加
の
下
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

池
部
支
部
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

各
自
ゴ
ミ
袋
が
２
種
類
（
可
燃
物
、

不
燃
物
）
配
ら
れ
、
９
月
で
も
日
差

し
が
キ
ツ
イ
し
日
陰
も
そ
う
な
い
の

で
、
熱
中
症
に
気
を
付
け
な
が
ら
作

業
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
海
水
浴
場
は
、
日
頃
、
他
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
マ
メ
に
清
掃

さ
れ
て
い
る
み
た
い
で
比
較
的
き
れ

い
か
な
と
思
い
き
や
、
台
風
一
過
の

清
掃
だ
っ
た
為
か
、
波
に
打
ち
上
げ

ら
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
缶
・
漁

具
、
中
に
は
海
外
か
ら
の
漂
着
物
等

様
々
な
ゴ
ミ
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

各
個
人
に
配
ら
れ
た
ゴ
ミ
袋
が
不

燃
物
用
を
主
に
、
１
時
間
弱
で
一
杯

に
な
り
終
了
。

　

ゴ
ミ
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
ら

れ
た
と
共
に
、
自
分
の
出
し
た
ゴ
ミ

は
持
ち
帰
る
事
を
改
め
て
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
時
間
で
し
た
。

　

い
つ
も
な
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
趣
向

を
変
え
釣
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事

に
し
ま
し
た
。

　

菊
ヶ
浜
か
ら
場
所
を
少
し
変
え
て

萩
商
港
周
辺
で
釣
り
開
始
で
す
。

　

サ
ビ
キ
で
ア
ジ
狙
い
。

　

ま
だ
時
間
が
早
い
の
か
、
そ
う
簡

単
に
は
釣
れ
ま
せ
ん
。

　

時
間
が
30
分
ほ
ど
過
ぎ
た
頃
、
１

人
に
何
故
か
サ
ヨ
リ
が
ヒ
ッ
ト
！
を

皮
切
り
に
、
ア
ジ
が
回
遊
し
て
き
て

入
れ
食
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
釣
れ
て
、
初
め
て
の

試
み
で
し
た
が
楽
し
ん
で
頂
け
ま
し

た
。

　

午
前
11
時
に
終
了
し
ま
し
た
が
、

朝
早
く
か
ら
貴
重
な
お
時
間
の
中
参

加
頂
き
、
皆
様
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

�

通
信　

山
根
寛
生

世
界
平
和
祈
願
を
掲
げ

　
　

厳
し
い
！　

20
年
ぶ
り

　
　
　
　

５
度
目
の　

富
士
登
拝

�

山
本　
　

豊
（
宇
部
支
部
）

　

令
和
２
年
、
世
界
的
に
コ
ロ
ナ
が

広
が
り
、
今
年
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
対
し
一
方
的
に
侵
略
、
沢
山
の

人
が
亡
く
な
り
国
土
は
焦
土
化
し
、

お
ま
け
に
ロ
シ
ア
の
軍
人
も
沢
山
亡

く
な
り
誰
も
が
心
を
痛
め
、
世
界
的

に
救
済
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
誰
も
こ
の
戦
争
を
止
め

ら
れ
な
い
。
こ
の
苛
立
ち
は
皆
同
じ

で
あ
ろ
う
。
私
も
毎
日
大
変
な
こ
の

世
の
中
の
乱
れ
を
憂
い
て
い
た
。

　

共
産
国
に
限
ら
ず
民
主
国
家
ア
メ

リ
カ
で
さ
え
銃
の
乱
射
、
絶
え
間
な

い
犯
罪
、
日
本
に
お
い
て
も
然
り
、

世
界
は
人
民
の
思
想
が
複
雑
化
し
大

き
く
二
分
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
私
に
何
か
で
き
な
い

か
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
試
み
た
が

端
的
で
私
一
人
で
は
何
も
で
き
な
い

不
甲
斐
な
さ
に
落
胆
し
て
い
た
。

　

た
ま
た
ま
20
年
前
の
富
士
登
拝
の

ビ
デ
オ
を
見
て
、
こ
れ
だ
と
思
い
立

ち
富
士
登
拝
（
富
士
山
の
御
神
徳
を

拝
し
な
が
ら
登
山
す
る
こ
と
を
登
拝

と
言
う
そ
う
で
す
）
の
準
備
に
入
っ

た
。

　

し
か
し
、
い
ざ
行
く
と
な
る
と
20

年
間
山
に
登
っ
て
い
な
い
。
毎
年
恒

例
の
山
口
鳳
翩
山
初
日
の
出
登
山
く

ら
い
で
不
安
が
よ
ぎ
る
。
75
歳
に
な

っ
て
月
・
火
連
休
、
第
三
日
曜
日
は

３
連
休
と
時
間
が
出
来
た
が
、
な
か

な
か
山
に
行
く
時
間
が
出
来
な
い
位

忙
し
い
。

　

そ
ん
な
中
、
山
口
県
内
の
山
を
３

回
登
っ
た
。
又
、
校
区
の
学
校
体
育

館
で
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
を
毎
日
し
て
い
る
程
度
で

い
さ
さ
か
負
担
が
重
い
が
、
戦
争
の

な
い
世
界
平
和
祈
願
を
願
い
、
強
い

気
持
ち
で
挑
も
う
と
心
に
誓
う
。

　

奇
し
く
も
77
歳
（
喜
寿
）
の
節
目

で
も
あ
る
。

　

８
月
14
日
㈰
午
後
１
時
40
分
。
富

士
山
を
目
指
し
一
人
で
愛
車
を
運
転

し
出
発
。
往
き
は
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
に

合
い
、
富
士
登
山
口
に
着
い
た
の
が

15
日
午
前
２
時
。
少
し
仮
眠
を
と
り

４
時
起
床
。
朝
食
を
す
ま
せ
御
殿
場

登
山
口
へ
向
か
う
。

　

今
日
は
終
戦
記
念
日
。
国
旗
を
背

負
い
検
温
、
入
山
手
続
き
、
コ
ロ
ナ

対
策
を
す
ま
せ
登
拝
開
始
午
前
５
時

40
分
。
し
ば
ら
く
登
り
、
登
山
口
の

山
小
屋
で
杖
を
買
い
、
ゆ
っ
く
り
ゆ

っ
く
り
歩
き
始
め
る
。
山
頂
ま
で
こ

の
足
が
も
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
祈
り

な
が
ら
約
一
時
間
30
分
で
次
郎
坊
に

到
着
（
３
合
目
）。

　

こ
こ
ま
で
は
傾
斜
20
度
く
ら
い
の

だ
ら
だ
ら
坂
。
こ
れ
か
ら
は
傾
斜
35

度
く
ら
い
の
急
登
坂
と
な
る
６
合
目

を
目
指
し
登
る
も
、
太
も
も
が
つ
っ

て
来
る
。

　

６
合
目
に
９
時
55
分
到
着
。
３
回

太
も
も
が
つ
り
、
大
変
苦
し
い
登
拝

と
な
る
。
登
る
の
を
断
念
す
る
か
頭

を
か
す
め
る
。
少
し
休
ん
で
ゆ
っ
く

り
登
り
始
め
る
。
こ
こ
か
ら
傾
斜
が

厳
し
く
な
る
。
立
ち
止
ま
り
な
が
ら

歩
行
、
６
合
目
半
く
ら
い
で
少
し
足

が
軽
く
な
る
。

　

少
し
行
く
と
富
士
宮
口
か
ら
宝
永

山
経
由
合
流
地
点
。
こ
こ
で
還
暦
を

迎
え
た
方
２
人
と
北
九
州
か
ら
来
ら

れ
た
45
才
の
方
と
出
会
う
。
４
人
で

励
ま
し
合
い
な
が
ら
登
り
始
め
る
。

　

７
合
目
（
３
，
１
０
０
ｍ
）
に
12

時
５
分
に
到
着
。
お
腹
が
空
い
た
の

で
昼
食
、
他
の
３
人
は
先
に
行
っ
て

い
た
だ
く
。
８
合
目
の
山
小
屋
に
到

着
午
後
２
時
20
分
。
少
し
た
っ
て
３

人
が
到
着
。
ど
こ
で
す
れ
違
っ
た
の

か
わ
か
ら
な
い
３
人
を
山
頂
に
誘
っ

た
が
宿
に
泊
ま
る
と
の
事
。
私
は
す

ぐ
山
頂
め
ざ
し
登
拝
開
始
。

　

こ
こ
か
ら
は
傾
斜
40
度
か
ら
45
度

の
ジ
グ
ザ
グ
登
坂
で
あ
る
。
朝
は
晴

れ
て
い
た
が
、
昼
か
ら
雲
が
か
か
り

ガ
ス
も
出
て
き
て
少
し
肌
寒
い
。

　

や
っ
と
の
思
い
で
山
頂
へ
到
着

（
16
時
）。
山
小
屋
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

（
16
時
30
分
）
夕
食
、
17
時
就
寝
。

　

外
に
出
て
記
念
写
真
を
撮
ろ
う
と

思
っ
た
が
山
小
屋
の
規
定
で
断
念
。

思
い
も
か
け
ぬ　

命
が
け
の
下
山

　

16
日
４
時
起
床
、
朝
食
を
と
り
支

度
が
出
来
た
人
か
ら
山
小
屋
の
外
へ
。

５
時
に
は
閉
館
す
る
そ
う
で
あ
る
。

　

山
小
屋
宿
泊
は
約
１
０
０
名
、
そ

の
内
外
国
人
が
約
40
名
位
。

　

外
に
出
て
び
っ
く
り
。
風
速
40
ｍ

か
ら
50
ｍ
の
暴
風
で
あ
る
。
立
っ
て

居
れ
ず
、
皆
、
軒
先
に
座
り
込
ん
で

み
ぞ
れ
交
じ
り
の
ガ
ス
の
中
で
寒
さ

を
し
の
い
で
い
た
。

　

日
の
出
は
４
時
55
分
、
日
の
出
処

で
は
な
い
。
山
小
屋
の
前
は
頂
上
奥

宮
。
御
祭
神
は
浅
間
大
神
（
木
花
之

佐
久
夜
毘
賣
命
）
を
主
祭
神
と
し
８

合
目
以
上
は
奥
宮
の
御
神
教
域
で
あ

る
。

　

東
に
は
久
須
志
神
社
が
あ
り
守
護

神
の
九
頭
龍
権
現
が
鎮
座
し
て
い
る
。

　

５
時
に
神
社
の
戸
が
開
き
、
皆
さ

ん
の
避
難
小
屋
と
な
っ
た
。
し
か
し

中
は
狭
く
、
入
れ
る
の
は
30
人
く
ら

い
。
そ
ん
な
中
、
一
人
祭
壇
で
戦
争

の
無
い
世
界
平
和
の
祈
願
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　

天
気
予
報
を
聞
く
と
山
頂
は
昼
過

ぎ
ま
で
ひ
ど
く
な
る
と
の
事
。

　

一
人
、
又
一
人
ぽ
つ
ぽ
つ
と
下
山

さ
れ
る
方
が
あ
り
、
私
も
意
を
決
し

て
下
山
を
開
始（
５
時
45
分
）。
山
頂

付
近
は
危
な
い
の
で
、
関
係
者
が
崖

下
迄
サ
ポ
ー
ト
、
後
は
自
力
で
下
る
。 　

８
合
目
ま
で
は
急
傾
斜
の
中
岩
肌

が
あ
る
の
で
岩
に
つ
か
ま
り
な
が
ら

の
下
山
。
し
か
し
、
何
人
か
は
飛
ば

さ
れ
コ
ケ
る
人
が
続
出
。

　

や
っ
と
の
思
い
で
８
合
目
に
到
着
。

ひ
と
休
み
し
、
い
よ
い
よ
砂
走
下
山
。

　

岩
肌
は
な
く
な
り
、
火
山
灰
の
斜

面
（
30
度
か
ら
35
度
）
を
走
る
よ
う

に
下
る
の
だ
が
、
山
頂
か
ら
吹
き
降

ろ
す
暴
風
に
つ
か
ま
る
と
こ
ろ
も
な

く
、
杖
で
支
え
て
も
吹
き
飛
ば
さ
れ

る
。

　

20
代
の
若
い
男
性
が
私
の
前
で
、

小
学
校
４
年
生
の
男
の
子
が
続
い
て

飛
ば
さ
れ
砂
に
う
ず
く
ま
る
。
小
指

大
の
火
山
灰
が
容
赦
な
く
頭
、
顏
に

当
り
痛
が
る
。
私
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
っ
て
い
た
の
で
良
か
っ
た
が
、

小
学
生
の
所
ま
で
這
っ
て
行
き
後
ろ

か
ら
庇
う
。

　

両
親
が
来
ら
れ
一
安
心
。
そ
の
後

私
も
２
ｍ
飛
ば
さ
れ
、
杖
は
は
５
ｍ

先
に
飛
ば
さ
れ
た
。
皆
で
助
け
合
い

な
が
ら
下
山
。
３
合
目
あ
た
り
で
や

っ
と
風
も
弱
ま
り
、
登
山
口
に
着
い

た
の
が
10
時
。
九
死
に
一
生
を
得
た

思
い
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
多
数
の
け
が
人
が
出
た
そ

う
だ
。
今
回
の
富
士
登
拝
５
回
目
で

初
め
て
の
厳
し
い
経
験
を
通
し
、
戦

争
の
無
い
世
界
平
和
の
実
現
は
や
は

り
険
し
い
道
の
り
だ
と
い
う
事
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
実
現
に
向
け
て
平
和
の

祈
り
を
捧
げ
ら
れ
た
こ
と
は
無
駄
で

は
な
く
、
今
後
進
ん
で
ゆ
く
大
き
な

力
に
な
る
こ
と
を
痛
感
し
た
尊
い
２

日
間
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
無
事
帰
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
た
。


